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81新城の歴史

新城の古島と新島

遺跡から⾒える新城
ムラアシビ

薩摩侵攻

『絵図郷村帳』に「あら城村」と記される

宜野湾間切、新設

『琉球国由来記』に「新城村」と記される

乾隆大御支配(元文検地)はじまる

明治政府が琉球王国を琉球藩とする

琉球処分により琉球藩を廃して沖縄県設置

遊び庭(アシビナー)がつくられる→ムラアシビ開始？

新城村字下原の田畑およそ200坪、水害を受ける

沖縄県及島嶼町村制により宜野湾村となる(新城村から字新城へ)

マールアシビ(申年)開催。「フェーヌシマ(南ヌ島)」この年の演舞が最後

マールアシビ(寅年)開催。組踊「忠孝夫人(大川敵討)」や芝居「ヌーファ

ヌモーイ」などを上演

マールアシビ、シルークルーに分かれて開催(申年)。

舞踊「総踊り」、組踊「伏山敵討(棚原の按司)」の上演

マールアシビ(寅年)が戦争の影響で禁止。御願として「旗スガシ」を実施

新城、野嵩、普天間の３カ字共同で普天間に「普野城製糖工場」の設置

を決定

マールアシビ(申年)が戦争の影響で禁止。御願として「旗スガシ」を実施

米軍、宜野湾周辺まで侵攻(4/4)普天間飛行場の建設開始(６月)

「ヌチヌスージ」(アシビ)を野嵩で開催。女性初参加

マールアシビ(申年)野嵩で開催

新城西原の区画整理工事完了

小規模なアシビを野嵩で開催(寅年)

新行政区設置(新城区自治会)/字新城郷友会結成

第二地区(野嵩の知念堂原、長追原の一部、新城の西原、新城原の一

部)土地区画整理事業始まる/新城区民運動会始まる

新城中通り(14号線)街路改修

第二地区土地区画整理事業(新城地内30号線の排水、歩道整備、第16

号線、第10号線、第８号線の街路改修工事着工)

新城自治会・老人クラブ福寿会結成

新城区公民館落成/字新城郷友会、慰霊塔「あらしろの塔」建立、普天

間飛行場内にあった元集落の御嶽や拝所を一ヶ所にまとめる

普天間第二小学校開校/新城青年会館完成

第二地区土地区画整理完了

沖縄県発足/新城の伝統芸能「天川総踊り」40年ぶりに復活

マールアシビ(申年)、郷友会事務所前広場で開催

新住居表示始まる(普天間、野嵩、新城、喜友名の各一部)

マールアシビ(寅年)、郷友会事務所前広場で開催。組踊「伏山敵討(棚

原の按司)」戦後初上演/中部地区国民年金大会にて新城区自治会が

優良民間地区組織として社会保険庁長官より表彰される

新城区青少年を守る会(現：新城区安全協力会〈1999年～〉)結成

新城土地区画整理事業記念碑を建立

新城児童センター落成

マールアシビ(寅年)開催。戦後初の道ジュネーと歌劇「ユタの願文」上演

創作市民劇「新城村と佐喜眞興英」、市民会館にて上演

新城区地域安全協力会、(財)全国防犯協会連合会より社会安全貢献賞

を受賞/新城の御願所の改築

新城区自治会創立40周年記念/マールアシビ(申年)開催

新城区地域安全協力会による青色回転灯の巡回始まる

マールアシビ(寅年)開催

西普天間住宅地区返還

普天間第二小学校運動場に米軍ヘリの窓が落下

新城区地域安全協力会、全国地域安全運動中央大会にて警察庁長官

並びに(公財)全国防犯協会連合会会長より防犯功労団体の表彰を受ける

新しい新城公民館建設のため、自治会事務所を字新城郷友会事務所

へ一時移動
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